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初夏の候、貴社いよいよご繁栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 
インドセンターは、1996年から日本とインドの互いに対する尊敬をベースとして、二国間
のあらゆるレベルでの交流の橋渡しとなるよう活動を続けてまいりました。インドセンタ

ーの様々なイニシアチブにより、両国間の理解を深め、社会経済関係などをも活発にし、

デリームンバイ大動脈をはじめとする結果にも繋がりました。 
 
2000年、インドのバジパイ首相と、日本の首相として 10年ぶりに訪印した森首相によっ
て「日印グローバルパートナーシップ」が発表されてから、2011年は 10年が経過し、新
たな 10年に向かう年として、日本とインドの両政府、そして両国の主要経済団体からの
超党派の後援の下、来る 2011年 9月 5日から７日、「日印グローバルパートナーシップ
サミット 2011」（IJGPS2011）を開催いたします。 
 
このサミットは２つの偉大な文明であるインドと日本の各界リーダーたちが、ポジティブ

な雰囲気の中で、日印グローバルパートナーシップに描かれている「マクロビジョン（大

目標）」を達成するための「マイクロロードマップ（着実な行動計画）」を進展させるた

めに交流し合うことが出来る重要なサミットとなります。インドは日本のために何ができ

るか、日本がインドのために何ができるか、そして日本とインドはお互いのグローバルパ

ートナーたちと共にアジアのために何ができるか、明確なロードマップを作成するでしょ

う。 
 
日本とインドが一心同体（英語で言えば Together we can）になることにより、両国がお互
いの将来をつくりあげ、そしてアジアの将来が見えてくるのではないでしょうか。両国の

断続的な関係を考え、サミットは、二年に一度、インドと日本で交互に開催いたします。 
この歴史的サミットにへ、参加、サポート、何らかの形で貢献していただきたく、一人で

も多くの方々にご参加、ご協力いただけますことを心よりお待ち申し上げております。 
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